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神奈川近代文学館所蔵 山本七平「聖書学関連ノート」について 
 
On a Shichihei YAMAMOTO's notebook about the Biblical studies  
in the collection of Kanagawa Museum of Modern Literature 
 
加藤隆 
 
 2004 年（平成 16 年）２月に、神奈川近代文学館所蔵の山本七平「聖書学関連ノート」
を特別に閲覧する機会があったので、報告する。 
 このノートは、1969 年（昭和 44 年）の修文社の日記帳を普通のノートとして使用した
もので、ほとんどのテキストが青インクで記されており、赤鉛筆が適宜用いられている。
ノートの大きさは、Ａ５版を縦長に使用するもので、すこし横幅が長くなっている。 
 日記帳としての形態は、横書きが前提とされたもので、見開きで、左頁が上から下へ月
曜日から土曜日の分の六つに分けられ、右頁のほとんどが自由なスペースで、最下部の横
長の部分が日曜日の分とされている。巻末に約 70頁の「付録」があって、印刷業関係の情
報やその他の便利な情報が記されている。たとえば「校正記号表」「各版型の組み様式」な
どである。郵便料金表があって、封書の基本料金は 15円、また外国為替レートの表があっ
て、それによると米ドルが 360円、仏フランが約 73円となっている。 
 このノートは 1969年の日記帳なので、作成されたのは 1968 年だと考えて間違いないだ
ろう。また後で述べるように、後半には 1981 年（昭和 56 年）９月からの新宿の朝日カル
チャーセンターでの講座のための下書きが記されている。この部分の執筆は、やはりその
直前、したがって 1981年のものと考えてよいかと思われる。前半の部分も、字体の様子な
どから、それ以前の、あまり長く隔たっていない時期のものと思われる。後半が先に書か
れて、前半は後から書かれたという可能性も理屈としては存在するが、前半・後半の続き
方から見て、この可能性はあまりないと思われる。 
 山本七平は 1921 年（大正 10 年）12 月の生まれなので、1969 年には 47－48 歳、1981
年には 59－60 歳である。後半部分の執筆は 59 歳の時、前半部分についてはもう少し幅を
もたせて、50 歳代の後半のものと一応のところ考えてよいだろう。ただし前半部分の記述
は、古代イスラエル史、旧約聖書研究についてのかなり基本的な内容についてのものであ
る。山本七平は、たとえば『聖書の常識』という本を 1980年（昭和 55年 10月）に出して
いるが（講談社刊）、聖書と古代イスラエル史についてのある程度以上の知識と理解が窺わ
れるこうした書物を出す時期にまだこのような基本的事項についての確認を行わねばなら
なかったのだろうかという疑問が残る。 
 このノートのところどころに、別の本（日本語）の頁をコピーしたものが、貼り付けら
れたり、挟み込まれたりされている。たとえば、ノートを開くと、「考古学上の年代」とい
う表のコピーが貼りつけられている。「前期旧石器時代」から「鉄器時代」までの時代区分
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と、そのだいたいの年代が記された表である。その他には、エジプト・小アジア・シリア・
パレスチナ・アッシリア・バビロニアの王朝と主要な王の在位年代を対照させた年表のコ
ピー（２枚）が挟み込まれていたり、古代イスラエルの南北王朝時代の「王制時代の年表」
が貼りつけられていたりする。これらは前半部分のテキストに関連したものなので、こう
したコピーの技術の程度を調べれば、前半部分の執筆年代もいくらか正確に決めることが
できるかもしれない。 
 
 既に触れたように、このノートの記述は、大きく前半と後半に分けることができる。後
半部分の冒頭は、日記の 10月分の最初のところであり、そこに朝日カルチャーセンターの
講座の案内のちらしが貼りつけられている。ただし前半が旧約聖書およびその時代に関連
する内容であって、9月 22－28日分（つまりちらしが貼ってある前の見開きの箇所）のと
ころから、新約聖書関係の記述になっているので、もしからしたらカルチャーセンターの
講座の準備は、この頁のところから開始されているのかもしれない。 
 
前半部分 
 
 前半部分は、イスラエル古代史、旧約聖書に関わるさまざまな事項のメモがかなり整然
と記されている。勉強をしながら、そのメモを比較的綿密に記したという雰囲気である。「メ
モ」と述べたのは、山本七平個人の考察が記されている様子があまりないからである。何
かの参考書（複数？）を見ながらのものか、何らかの連続講演のようなものを聞きながら
のメモかと思われる。印象としては、後者の場合の可能性が大きいと思われる。山本七平
個人の考察がないことが、こうした判断の根拠の一つだが、他にも根拠がある。 
 内容も、専門的な研究のためのメモというより、ある程度の教養を備えた者が、聖書お
よびその背景にある歴史的状況についての理解を全体的に深めようとするためのものとい
う印象を受ける。カルチャーセンター、あるいはそれに類した連続の講義を聞きながらの
メモだと考えると、納得し易い。 
 たとえば、１月６－11 日の頁、つまり前半部分のテキストの冒頭（左頁）には、次のよ
うに書かれている。 
 
①古代史 
 マルチン・ノート、ラート、アールブライト、ライト 
 10年ごとに名著が出て、批判されて、また名著が出る。 
 
 その見開きの右頁には、次ように記されている。 
 
イスラエル古代史 
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①何のために行うか、②人間の行動の規範の発生を探る、③この行動規範が最も大きな
問題（動物でないとなぜ言えるか）、④文明発祥の地、さまざまな行動規範がある、⑤
四大文明発生の地（エジプト・メソポタミア・インド・中国）それぞれの行動規範があ
る、⑥イスラエルのさまざまな特徴（多神教の中の唯一神教、唯一神との契約、来世の
否定、歴史を支配する神）といった発見がどのような形で出てきたか、⑦これらは現代
世界に最も大きな影響を与えている、⑧ユダヤ思想家 
 
 多様な項目がよく整理されて並べられているが、あまり議論がない。しかも行を改めな
がらの箇条書きではなく、上に記したような形で、行を改めずに続けて記されている。執
筆のためのメモや考察というより、誰か他人の講義のようなもの次々に書きとめたという
雰囲気である。 
 同じ見開きの左頁には、次のような記述もある。 
 
旧約聖書は歴史の形式をとっているが、必ずしも歴史でない。歴史的物語。「五書」で
区切ってはならず、これを特別視してもならない。 
 
 この記述は、右頁の次のような記述と赤鉛筆の矢印で関連付けがなされている。 
 
①旧約聖書そのものが歴史の形をとっている、②それは歴史的記述としては年代的に正
しくない、③それを現代的な歴史に組みかえる、④なぜこのように記されたかの背後に
思想の形式を探る 
 
 これも聖書入門の連続講義の最初の前提の言葉をメモしたものといる印象が濃厚である。
また聖書入門講義のメモだということは、次のような項目が丁寧に記されていることから
も、かなりはっきりと窺われる。１月 27－31日の頁である。ギリシア文字、ヘブライ文字
も用いられているが、ここでは【】の中にローマ字に転記して記す。また〔〕内の日本語
は私の注である。 
 
①聖書 Bible = 【Biblion】〔アクセント記号なし〕 
          旧約 39 
          新約 27  66書 
  成立、大部分 96年ごろ ヤブネ 
②【Kane】〔横線で抹消されている、書き誤り〕 【kaine Diateke】〔アクセント記号
なし〕 
                           契約 
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  【grph】〔横線で抹消されている、書き誤り〕 
    【graphe】〔アクセント記号なし〕 
 旧約聖書という言葉はない 
   トーラー（律法） 【HRRH】〔ヘブライ語文字、書き誤り〕 【HRWT】 
   ネービ－ム（預言） 【MY’YBN】 
   ケドビーム（諸書） 【MYBWTK】 
    writing 
             MYAYBN 
            【MY’YBN】 
            【MYBWTK】 
             MTBWTK 
 
 ギリシア語にはアクセント記号がない。またヘブライ語には母音記号はない。ギリシア
語の単語を書き始めて書き誤ってしまい、書き直すということが二度行われている。また
ヘブライ語（右から左へ読む）も書き誤って、書き直している（「トーラー」のところ）。
またヘブライ語については、ローマ字への転記が丁寧に記されている。ヘブライ語の文字
は、書きなれている者の書いたものではない。講師が黒板に書いたものを書き写している
という雰囲気である。 
この頁の様子から見て取れる限りでは、山本七平は、ヘブライ語はまったくというほど
できず、またギリシア語もそれほどできなかったと言わざるを得ない。 
 
 これ以降の頁のだいたいの内容を、以下に整理しておく。念のために、日付は日記帳の
頁を指示するためのものである。 
 
・２月初め 五書の資料説のメモ 
      アブラハム、イサク、ヤコブ、およびそれ以後の十二部族の表 
・２月 24－28日 神名HWHYについて 
・３月初め この見開きの左頁の左上隅に「４回目」と記されている。これは連続講義の
「４回目」という意味ではないだろうか。 
・３月末 カナンへの定着史 
・４月初め （カナンへの定着史、続き）「カフマン説」「アルト・ノート説」などをかな
り詳しくメモ 
・４月７－13日 「オールブライト、ライト、ブライト説（アメリカ派）」など 
・４月 21－27日 パレスチナの先住民と文化 
・５月５－11日 創世記のアナクロニズム 
・５月 19－25日 ヨシュアと士師記 
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・６月 16－22日 オリエントの影響と地中海文明の影響 
   「ケレト」（ウガリット文書中の物語の人物）についての解説のコピーが左頁に貼り
つけられている。 
・７月１－６日 王制成立前史 
・７月７－13日 ソロモン 
・７月 14－20日 南北王朝 
・７月 21－27日 神殿建築、神殿の位置 
・８月初め エリヤ、エリシャ、ヘヒウ革命 
・８月４－10日 アモス、など 
・８月 18－24日 ヒゼキヤとイザヤ、ヨシヤとエレミヤ 
・８月 25－31日 イザヤ書の三区分 
・９月８－14日 ヨシヤ（640-609） エレミヤ 
・９月 15－21日 ゼデキヤ、エレミヤの生涯 
・９月 22－28日 新約聖書関係 
  この頁から、いきなり新約聖書についての記述になる。この部分は、後半部分の冒頭
と考えるべきかもしれない。 
 
後半部分 
 
 後半部分は朝日カルチャーセンターの講座での話しの下書きになっている。新約聖書に
関わるテーマのもので、その意味では、上に記したように、「９月 22－28 日」の部分はこ
ちらに含めるべきかもしれない。 
 「10 月初め」の見開きの左頁の部分に、新宿での朝日カルチャーセンターの講座のちら
しが二つ折にされて、貼り付けられている。薄灰色の紙である。私自身、ここ数年、同じ
ところで聖書・キリスト教関係の講座を連続して担当しているので、感慨深いものがあっ
た。山本七平のものは、 
 
新宿住友ビル「朝日カルチャーセンターの講座」 
56年９月 19日～11月 21日全７回 
イエスから使徒へ ― 聖書成立史 
             講師 評論家 山本七平 
 
というタイトルになっている。＜講座のねらい＞には、次のように記されている。 
 
 旧新約聖書が成立したのは１世紀から２世紀前半にかけてだが、それは同時にキリス
ト教の成立期にあたっている。ローマの辺境のガリラヤに発生した小教団がなぜ世界的
加藤 隆 
 
 108 
な宗教へと発展し得たのか。その間にどのような事件があったのか。ローマの事情、特
に第一次、第二次のユダヤ叛乱等を踏まえつつ、その歴史をたどりたいと思う。 
 
 ＜講座スケジュール＞は、以下の通り。 
 
①９月 19日 イエスから使徒の時代 
②10月３日 当時のユダヤの情況 
③10月 17日 当時のローマの情況 
④10月 24日 第一次ユダヤ叛乱 
⑤10月 31日 バル・コホバの乱 
⑥11月 14日 旧約聖書の成立 
⑦11月 21日 新約聖書の成立 
 
 最初の三回分のところは、赤い薄いペン書きで抹消のための線が引かれ、さらに太い黒
マジックで抹消の横線が引かれている。 
 この「ちらし」が貼り付けられているのは左頁だが、その右頁から、講義の原稿と思わ
れるテキストが記されている。これは前半部分の場合のようなメモではなく、そのまま読
み上げてもよいようなテキストである。雰囲気を伝えるために、いくらか引用する。残念
ながら、判読できない箇所がいくらかあった（「○○」と記すことにする）。まず冒頭部分。 
 
イエスから使徒へ 
 ①今回は最初なので、全体の総説をおはなししたい。いわばこれから何をお話しよう
としているかということです。旧新約聖書の成立とキリスト教の成立は併行しているわ
けで、同時にこれは〔（後から挿入）後に人類全部に大きな影響を与える〕キリスト教
ヨーロッパ史の成立にあたります。現在、何らかの意味で西欧の影響を受けていない国
はないわけですから、キリスト教の成立というのは人類史における最も大きな事件です
が、日本では、この点について○○なぐらい無関心で○といえます。教科書批判はなか
なか盛んですが、○○○おかしいと思われるのがその中のキリスト教の定義です。たと
えば「イエスは、ユダヤ教のせまい考え方を乗り越え、身分や民族の差別なく、信じる
者はだれでも救われるとする教えを説いた。これがキリスト教である」と書いていある。
（‥‥）〔下線も、山本七平による〕 
 
 11月 11－16日の見開きの右頁。 
 
①一世紀のローマの情況 
 ①キリスト教伝播の理由 ①大ローマ圏が形成され、各々が共同体の外へ出て大体
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に於て全ローマを自由に歩きまわることができるようになったこと ②コイネーと
いう共通語ができて、それが全ローマで通用したこと ③ローマ法という共通の法律
がある一定の範囲で共通の規範を与えること（国際法） 
 ②では何がそれを可能としたのか、これはローマ発展の○○○を解く鍵となる。ギ
リシア人はこれを幸運の女神（【tukhe】〔ギリシア語〕）のゆえとしたが、ギリシア人
史家ポリビオスは、そう見ず、二つの方向からこの理由をさぐり、次のように結論し
た。まずローマ人の「功名心」（フィロティミア）と「高遠な精神」（メガロプシキア）
である。もう一つが体制の面で○はローマを民主制、貴族制、君主制の総合政体と考
えた。（‥‥） 
 
 11月 24－30日の見開きの右頁。 
 
 第一次ユダヤ叛乱時代のイスラエルの宗教 叛乱の背景になった これはキリスト
教の母胎 
 ①前回お話しましたようにローマの伝統的宗教は一種「国事行為としての宗教」のよ
うになり、個人の宗教心と直接のかかわりをもたないという形になった。 
 〔以下は左頁からの挿入〕 
いわばこの時代は、言葉も哲学も政治制度も、元来はそれが属している部族や都市国家
から離れて、世界的といってもローマ世界だが、全ローマ世界的になり得た時代であっ
た。従って、どこの国の宗教という形ではなくなって「何々教」という形で他国へ○○
○得たし、宗教混淆も行われた。たとえばエフェソのアルテミス（行 17,27）は全ロー
マ的であった。（‥‥） 
 
＊     ＊     ＊ 
 
 以上で、山本七平の「聖書学関連ノート」について今回の報告ということにしたい。ノ
ートに記されているさまざまな事項が、出版された山本七平のテキストとの関連において
どのような位置にあるのか、また山本七平の思索においてどのような位置にあるのかとい
った問題を考察することは興味深いことである。 
 たとえば『聖書の常識』（1980年刊）には、次のようなテキストが見える。 
 
 旧約聖書は創世記からはじまり、この創世記は天地創造の物語からはじまる。そこで
聖書の第一ページから読む人は、聖書が歴史的順序に従って書かれているように錯覚し
がちだが、これは大きな誤解である。（『聖書の常識』（山本七平ライブラリー⑮）、文藝
春秋、1997、22頁）。 
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この指摘は、上で引用した「見開きの左頁」の「旧約聖書は歴史の形式をとっているが、
必ずしも歴史でない」というメモの内容に対応していると言うことができる。ただしこの
ことはあまりに基本的なことなので、山本七平がこのメモを記した時にこのことを初めて
確認し、それを材料にして、上のようなテキストを記したと結論してしまうのは性急だろ
う。 
神奈川近代文学館には、山本七平の蔵書の多くが収められており、また今回の検討の対
象としたような自筆のテキスト類も次第に収集されているようである。今回の報告は、そ
のほんの一端についてのものでしかない。山本七平は、20世紀後半の日本において、聖書、
そしてユダヤ教・キリスト教の問題を、狭い信仰や護教的でしかない立場、感覚的・感情
的な反感から自由な立場で論じるスタイルを初めて広める上で大きな功績のあった思想家
であったことは間違いのないところだろう。本稿での報告が、こうした山本七平を巡る状
況についての研究にとって、いくらかでも資するところがあれば幸いである。 
 
＊     ＊     ＊ 
 本稿は、2004 年（平成 16 年）２月に神奈川近代文学館所蔵の山本七平「聖書学関連ノ
ート」を閲覧する機会があったことから、その後ほとんどすぐに執筆したものである。し
かし適当な発表の場所が見つからず、そのままになっていた。2014 年になって発表するこ
とになり、10 年が経過している。しかし内容が特に古くなっているのではないし、その他
の点についても特に訂正が必要な個所はないようなので、10 年前に執筆したままの原稿を
ここに発表させていただくことにした。 
 10 年前にも、また最近にも、この件に関しては、神奈川近代文学館の藤野正氏にいろい
ろとお世話になった。閲覧した資料についての文章を発表するにあたっては、神奈川近代
文学館の規定にしたがって、山本七平のご遺族であられる山本れい子氏から承諾をいただ
いた。また新宿の朝日カルチャーセンターで、山本七平が担当していた講座の「ちらし」
を閲覧することができた。これに関しては朝日カルチャーセンターの前田摂子氏のお世話
になった。各氏にこの場であらためて感謝したい。 
 
